
 

 

さて冬休み！夏休みに比べると１７日間と短いですが、楽しみや行事の多い休みといえます。 

しかし、ややもすると時間が不規則になるなど生活が乱れがちになるなど心配な休みでもありま

す。充実した冬休みを過ごすひとつの指針は「通知票」です。１学期末にも書きましたが、「通知

票」は、主として学習面における皆さんの取り組みを、一定期間いろいろな視点から捉え、そのが

んばり・努力・評価できるところや、反対に課題となっているところを５段階の数字で示していま

す。また、行動・生活面についても同じように所見に言葉で記載しています。 

 

通知票の最大のねらいは、今回の結果をもとに、がんばったところをさらに伸ばす（得意にす

る）、反省すべきはしっかり反省して苦手克服に努力する、つまり、次の一定期間でのさらなるがん

ばりや一層の努力・奮起を促すことを最大のねらいとしているのです。 

 

このように「通知票」からみえてくる足りなかったところをがんばるととも 

に、皆さんには、必ず家庭の中で「これは自分の役割」といえるものがあるは 

ずです。その役割をきちんと責任を持って果たし、自分自身に生活リズムを作 

る、自分の存在をアピールする・・そんなメリハリのある冬休みにしてほしい 

と思います。 

 そして、平成２９年をしっかり締めくくり、新たな決意や目標を 

もって、平成３０年を気持ちよくスタートさせましょう！      文責 島崎 輝久（校長） 

 

 

 

 

 

 

明日からいよいよ冬休み。人それぞれいろいろな楽しみや計画があると思います。

さて、２学期は皇中がいろいろな取り組みを通して、少しずつ変わり始めた２学期だ

ったといえます。 

振り返ると、９月は感動に心が震えた文化祭「合唱コンクール」、「創立７０周年記

念式典」では伝統の重みをひしひしと感じました。団活動が定着し縦割りでがんばっ

た「体育大会」、今年少しずつ授業で取り入れてきた「伝え合う力（聴く力・考える力・表す力）」に関

わって他校の先生や地域の方々が皆さんの授業参観の機会が増えました。同じく１０月には「命を思う

集会」で「糸」の合唱を通して命の大切さや何気ない言葉や行動がささくれを作ってしまうことを学び

ました。さらに、１１月・１２月も多くの皆さんが積極的に地域ボランティアに参加してたくさんの

人々とふれあう一方、新生徒会も学校活性化に向け、さまざまな取り組みを進めようとしてくれていま

す。こうした活動を通して随所に皆さんの意欲とがんばりがみられ、全体としては「少しずつ温もりを

感じる皇子山中」へ変わり始めた２学期だったと思います。ところで皆さん１人１人にとってはどんな

２学期でしたか！？「がんばった」「やった」と自信を持っていえる部分が多い反面、「反省すべき」

「少し甘かった」といえる部分が背中合わせになっている人も多いのではないでしょうか。 

平成２９年をしっかり締めくくり、新たな気持ちで平成３０年をスタートするためにも冬休みが大切

です。下のことを念頭に置いて有意義な休みにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  【大津市立皇子山中学校だより】 
平成２９（2017）年 １２月２２日発行  

     第８号   生徒数：７６３名  

            ≪ 教育目標・めざす生徒像 ≫    

             「たくましく生きる生徒の育成」  

    「情操豊かな生徒の育成」     

「社会性のある生徒の育成」    
やっぱり皇中がすき♥ 



 

 

 

 

 

＜１２月＞ 

２２日（金） ２学期終業式・表彰伝達     

２３日（土・祝） 天皇誕生日 

２４日（日） アンサンブル予選（吹奏楽） 

２５日（月） Ｇｔｅｃ１年（ＡＭ） 

２６日（火） 口座振替日 

２８日（木） 仕事納め 

 ２９日～１月３日：学校閉校日 

＜１ 月＞ 

１日（月） 元日 

４日（木） 仕事始め 

５日（金） ３年実力テスト 

８日（月・祝） 成人の日 

９日（火） 登校指導 

       ３学期始業式・身体測定 

学年集会・部活清掃 

１０日（水） ３年私学願書点検～１１日      田上学区街頭パトロール 

１１日（木） 朝の人権放送 

１２日（金） 部活動休養日 

交通事故・不審者（車）等に注意！ 

冬至が過ぎても、しばらくは日が暮れるのが本当に早く感じられます！ 

下校時は、寄り道・おしゃべり等せず、まっすぐ帰宅しましょう！ 

年末は人も車も慌ただしさに追われる時、くれぐれも事故防止に努めてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

★子ども相談電話（滋賀県教育委員会）のカ

ードとおおつっこ相談ＬＩＮＥ（大津市い

じめ対策推進室）の文書とチラシを配布し

ました。必要があれば、活用してください。 

 

☆保護者の皆様へ：ご承知おきください☆ 

おおつっこ相談ＬＩＮＥは１１月から始

まったもので、子どもたちの相談方法や窓

口を増やす意味合いがありますが、スマー

トフォンの所持やＳＮＳの利用を推奨する

ものではありません。 

 

★外務省は昨今の情勢から、海外渡航時の

「たびレジ」登録を勧めています。これは、

緊急一斉通報や最新情報を受けることがで

き、災害等の場合には、大使館からの支援が

スムーズになるシステムです。 

「外務省海外旅行登録たびレジ」で検索

の上、インターネットサイトから登録でき

ます。どうぞご承知おきください。 

■ 冬休みは、家族のきずなを見つめ直し、深めるチャンスです・・・！  

思いやりにあふれた明るく､楽しい家庭は、子どもの心を豊かに育てる出発点だといわれてい

ます。日々の忙しさのなかでも、家族そろって囲む食卓や心のこもった食事は、家族の愛情を自

然に子どもの心に伝えていくものです。和やかな雰囲気で会話をすること、そして繰り返すこと

が、無言のうちにきずなを深めることに大いに役立っているといえるのではないでしょうか。 

■ 冬休みは、自主性・創造性・社会性を育むチャンスです・・・！ 

クリスマス、大みそか、お正月・・・冬休みは子どもにとって季節感を感じる 

イベントなど楽しみな行事が多い休みです。また、家族や親せきの方などとふれあう 

機会も多くなるはずです。いろいろな季節行事などにチャレンジしたり、年齢の 

異なる子どもと遊んだり、幅広い年齢層の方とコミュニケーションをとったり 

するなかで、さまざまな、新しい発見があるのではないでしょうか。            
 

おおつ家庭教育５か条 

第１条 あいさつは 人とつながる 第一歩  第２条 朝ごはん しっかり食べて たくましく  

第３条 伝えあう 会話で築く 家族の絆   第４条 抱きしめて 子に伝わる 親のまごころ  

第５条 語り合い 努力かさねて かなう夢   

文責 島崎 輝久（校長） 

 



 


